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ゆうきりょうの議会質問から市への要望
①就学援助費の認定基準の引上げを、緊急施策として市は検討してほしい。
②「臨時特例給付金」に対する市民からの相談体制について、通話無料の
フリーダイヤル設定を市は検討してほしい。

府中市は今こそ豊かな財政力を積極果敢に
市民生活防衛のために使う時

府中市による福祉、保育、教育、営業、生活など多方面への財政支援策

１.障害福祉サービス事業所に対して・・光熱費、燃料費、食材費を補助。
障害児通所支援事業所に50,000円/年、通所系障害福祉サービス事業所へ
300,000円/年を補助
２.介護サービス事業所に対し、光熱費、燃料費、食材費を補助。訪問系サー
ビス事業所へ100,000円/年、通所系・入所系サービス事業所へ300,000円
/年を補助
３.私立認可保育園などに光熱費、燃料費、食材費を補助するために、
4000万円ほど財政支援。あわせて新型コロナ感染症対策に必要な物品の
購入にかかわる経費として3380万円を支援
４.公立保育園に対して光熱費、燃料費、食材費を補助するために、938万
円を財政支援、
５.私立幼稚園に対して食材費、光熱費などで1349万円を財政支援、あわ
せて新型コロナ感染症対策に必要な物品の購入経費として850万円を支援。
あわせて新型コロナ感染症対策に必要な物品の購入経費として120万円を
支援
６.小中学校の学校給食の食材費の補助するために6050万円ほど財政支援
７.農業団体などに対し動力光熱費、肥料代、飼料代など財政補助、また
市内農家や施設栽培の冷暖房の稼働にかかる動力光熱費、マインズ農業協

同組合へ肥料代、飼料代の高騰分の補助として1845万円財政支援
８.商店街活性化を目的に、商店街で購入金額1000円につき１枚300円の
買い物券を発行、4950万円を財政支援
９.市内で路線バスを運行する乗り合いバス事業者、市内に事業所がある
法人と個人タクシー事業者に、事業費の一部を補助するために1538万円
を財政支援

ゆうきりょうの議会論戦・・府中市に「緊急物価高騰対策本部」の設
置を求めたい

　私は９月定例市議会の一般質問で市民生活を守るために、縦割り行政を
排し、部課の横断的なつながりによる物価対策本部の設置が必要と市に要
望しました。この本部において市民生活や企業(事業所)の実態調査、公共
工事における契約状況など、多岐にわたって市民生活の施策を調査、検討
する総合的な機関の設置を提案しました。市の答弁は「現状では特別本部
の設置は考えていない」というものでしたが、行政による市民の生活、命
を守る本気度が試されている今日、市の姿勢に物足りなさを感じています。

　９月の府中市議会決算委員会で、私は夏休み中の学童クラブでの昼食提
供の質疑と要望しました。この質疑のなかで市の担当者の答弁は、「金銭
や発注の管理、残飯処理や食物アレルギーへの配慮などの対応が必要とな
り、公設の学童クラブでは、こうした課題に対応するための職員数や学童
クラブの館内スペースが確保できない状況」などを理由に、現状では実施
できないという答弁でした。一方で「近隣の市では、父母会が昼食提供を
実施している自治体もあり、そうした自治体の動向も注視しながら、調査
研究したい」などの答弁がありました。しかしながら「市ではできないか
ら父母会が実施すれば」という提案は、『市政の在り方』として、それで
良いのかというレベルの認識だと感じざるをえません。

八王子市が市内すべての学童クラブで夏休み中の低額有料の昼食を提
供へ

　質疑のなかで私は、八王子市が市内の
学童クラブでの昼食提供を始めており、
今後は市内すべての学童クラブで実施予
定であることなども伝えました。隣の国
立市でも、長期休暇中の学童保育所への
給食提供について検討しているとのこと
です。府中市でも必ずできるはずです。

府中市が物価高騰に対して、市民生活守るための補正予算40億円を計上・・府中市議会9月定例会報告
　府中市はコロナ禍における急激な原油、資源価格の上昇、物価高騰対策など計40億円程度の補正予算案を計上、9月定例市議会で成立しました。私
も6月下旬に物価高騰に対する、市の財政支援策に関する緊急要望書を高野市長あてに提出し、補正予算の計上を求めていただけに、今回の施策の実施
について歓迎するものです。今こそ府中市は、多摩地域で1,2を争う豊かな財政基金(総額で800億円程度)を、積極的かつ機敏に市民生活防衛にあてる
時です。

府中市が0〜18歳までの子ども1人つき1万円を支給します
　府中市で今回の補正予算で、0〜18歳までの子どもがいる世帯に1人につき、1万円の臨時特別給付金を支給します。中身は45000人分の支給を想定、
財源は国の「コロナ感染症対応地方創生臨時交付金」を活用し、11月ごろから口座振り込みを開始、年内には支給を終えるとのことです。

ゆうきりょう　のラジオパーソナリティ番組
FM府中（ラジオフチューズ、８７．４MH）「府中市議会議員　ゆうきりょう　市民の風」、毎週火曜日２２時４５分から６分間放送、
日曜日も再放送。市政の動きなど情報を発信中。ぜひお聴きください。

ゆうきりょうの議会論戦・・府中市の学童クラブでも夏休み中に昼食提供をしてほしい
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私は現在、市民の方から来年度の府中市の予算に対する要望を多数いただいておりますが、そのなかから３点、紹介させていただきます。ぜひ市民のみ
なさんにも、市政への関心を深めていただければ、嬉しく思います。

１.安全な街づくりの要望・・道路の信号機設置について
　「押立町４丁目30−５」前の道路は通学路
のため、多くの小学生が通る道であるので、
交通量も多く問題だと感じています。また、
横断歩道も中央高速下トンネルを超えない
とないので、横断歩道のない道路を皆横断
しています。該当の箇所は十字路であるので、
ぜひとも設置をお願いしたいです。
　「セブンイレブン府中押立町４丁目店の中
央高速下トンネル前」は、多摩川通り横断
歩道付近で、ここは横断歩道こそあるもの
の、停車してくれる車はほぼ皆無です。また、
２股に分かれている道路でもあり、分かれ
ている道路からでは車が出にくい場所でも
あります。衝突事故や歩行者の横断に因る
事故が起きる前に信号を設置してください。

２.使いやすい公共施設への要望・・生涯学習センターを快適に利用でき
るために
　生涯学習センターの体育室にエアコンがなく、
夏場はとても暑いです。事務室とトレーニン
グルームは冷房が効いているようなのですが、
バドミントンやテニスをやる体育室にはエア
コン設備がなく、扇風機も半面に１台ずつし
かないので運動をするのがとても辛です。生

涯学習センターは、年配者の利用が多いので、酷暑の中の運動はとても危
険です。「暑い日は運動をしなければいい」という意見もあるかもしれま
せんが、それでは生涯学習センターの存在意義を否定しているようなもの
です。広い部屋なのでエアコン設置は難しいのかもしれませんが、せめて
冷風扇を設置するかそれがダメなら扇風機の増設でも良いです。生涯学習
センターは利用者も多く設置意義も大きいと思うのでお願いしたいです。

３.生活環境の改善に関する要望・・発砲スチロールを、ピンクの容器包
装プラスチックの袋に入れて出すことは無駄
　ゴミの容器プラス
チックに関して、発
泡スチロールは大小
に関わらず容器包装
プラスチックの袋に
入れて出すことになっ
ています。家電製品
などは結構大きな発泡スチロールが混入されています。これらをピンクの
容器包装プラスチックの袋に入れて出すことが、非常に袋が無駄なような
気がしてなりません。改善提案として、発泡スチロールだけは透明の袋に
入れて出してもいいように、改善をしていただきたいと思います。透明の
ビニール袋の中には発泡スチロール以外を入れて出したら収集しないこと
でいいと思います。また透明の袋に入れて出す人については、名前か、住
所の一部を記入して出すことを提案します。（以上、市民の方からの要望）

府中市の飲み水は本当に安全?大丈夫か? 市は住民の血液検査など東京都に
要請すべき

私たちがこれからも住み続けたい府中の街にするために・・来年度予算案に
対する市民の要望から

　９月16日付東京新聞多摩版に、「多摩地域の水道水に使われていた井戸
水から発がん性の疑われる有機フッ素化合物（PFAS）が検出された問題で、
国立市議会は９月16日、同地域の住人を対象にした血液検査などを検討
するよう、都に求める意見書案を賛成多数で可決した」との記事が掲載さ
れています。

横田の米軍基地とPFASをめぐる関係が指摘
　PFASは環境や体内に残りやすいため、2019年にも府中市（武蔵台、

若松浄水場）や国分寺市の浄水場で、取水源の一部となっていた井戸水か
ら、現在の国の指針値を上回る濃度が確認されたことが問題となりました。
この東京新聞の記事によると「意見書は『井戸からのくみ上げを止めるま
で（住民はPFASを含む）水を飲んでいたこととなる』と指摘。問題は『住
民の生命に直結している』として、血液検査を中心とした健康調査の実施
を検討するよう都に求めている」と報じています。
　PFASを巡っては、米軍が使用していた泡消火剤に含まれていたことから、
多摩地域にある米軍横田基地（福生市など）との関係性についても指摘さ
れています。私も2020年11月には府中市長あてに、この問題で緊急要望
した５点について市の担当者と協議の内容について、下記の通りです。

府中市長あてに５点の緊急要望（2020年11月当時）

①市は「水道水における有機フッ素化合物PFOS,PFOAについて、人の健
康の保護に関する物資ではありますが、直ちに水質保全目標である環境基

準健康項目とはせず、引き続き知見の集積に努める必要がある」こと。
②現在、国の主張は「今年（20年）４月１日付で、国から水道水質に関
する暫定目標値が設定され、現状においては安全性に問題はない」との見解。
③東京都は「国の暫定目標値の設定により以前に、PFOSなどに対応した
浄水所の管理、運営などの地下水の調査などを実施しており、暫定目標値
を超える飲用井戸の所有者に対しても、飲用を控えるなどの助言を行って
きた」。
④NPO団体の調査について都の見解では「今年４月の国の調査結果など
を踏まえて、国とも連携しながらしっかりと取り組み、都民の健康と安全
を守っていくために適切な対応に努めたい」。
⑤こうした国や都の考えをうけて府中市では「東京都多摩環境事務所およ
び多摩水道改革推進本部へ確認を行ったが、直ちに何らかの対応をするは
考えない」とのことだったことから、引き続き、情報の収集に努め、都の
動向を注視するとのことです。
　当時私からは「ことは市民が普段から飲用する水の問題であり、行政は
深刻にとらえる必要がある。現状は水道水の性質は安全であるという見解
だが、国や都の対応待ちにならず、市独自の積極的な調査と対応が必要で
あり、強く要望する」と伝えました。今後も引き続き、要望していきます。

◆府中市議 ゆうきりょうは 府中市の令和5年度予算要望書を作成していますが、市民のみなさんから要望を受け付けております。10月25日までにメール、ハガキ、
電話でお寄せください。匿名で結構です。ただし要望内容によっては、私のほうで整理修正、あるいは取捨選択する場合もありますが、どうかご了承ください。 メー
ルアドレス yuki4551@ozzio.jp 
住所 〒183－0004 府中市紅葉丘2－6－3 メイプルタウン吉野D202 結城亮あて 電話090－4136－7642（電話にでられない場合がありますので、留守電に
コメントを入れていただければ、のちほど電話させていただきます）


